
日本小児科学会こどもの生活環境改善委員会

Injury Alert（傷害速報）
No. 148　幼児用座席乗車中の自転車転倒による頭蓋内損傷

事
　
例

基本情報 年齢：1 歳 3 か月　　性別：男児　　体重：10.3 kg

家族構成 父，母，本児

発達・既往歴 特記なし

臨床診断名 右急性硬膜下血腫，右急性硬膜外血腫，右側頭骨線状骨折

医療費 入院　3,938,560 円
原
因
対
象

対象名称 自転車用前形幼児座席（SG 基準適合）

入手経路
使用状況

自転車は 4 年前にホームセンターで購入し，主に母親が使用している非電動式自転車．自転
車用幼児座席は，1 年前にインターネットで購入し，母親が取り付けた．

発
生
状
況

発生場所 自宅周囲の住宅地の車道

周囲の人
周囲の環境

ヘルメット，および，シートベルトを着用していない本児を自転車の前形幼児座席に乗せ
て，歩道のないコンクリートの坂道を母が自転車を押して上っていた．前かごに荷物は乗せ
ていなかった．

発生年月日 2021 年 12 月 X 日（金）　　午後 3 時 0 分ごろ

発生時の
詳しい様子
受診までの経緯

母親は左側から自転車を手で押しながら歩行して坂道を上っていた際にバランスを崩して
自転車が右側へ転倒した．本児は，右側頭部をコンクリートの地面に打撲した．受傷後に右
側頭部に皮下血腫が認められたので，母が救急要請した．救急搬送中は，意識は清明であっ
たが，一回嘔吐した．

医療機関受診時
以降の治療経過
転帰

午後 3 時 42 分　医療機関到着時，意識清明であった．右側頭部に長径 6 cm の皮下血腫が
認められたが，全身診察では他に外傷は認められなかった．来院後，徐々に意識レベルが低
下し，午後 4 時 25 分 GCS E1V1M3 を呈し，嘔吐と徐脈も認められた．午後 5 時 1 分に右
瞳孔散大と右半身の間代性けいれんが出現し，気管挿管処置を実施した．頭部 CT 検査では
midline shift を伴う右硬膜下血腫，硬膜外血腫，右側頭骨骨折が認められ，午後 5 時 49 分
に緊急開頭血腫除去術が施行された．手術後 X＋12 日まで集中治療管理を要し，X＋21 日
目に退院した．退院後も明らかな麻痺等の合併症はなく，術後の運動，発達の評価を目的と
したリハビリテーションを継続している．

キーワード 自転車転倒，急性硬膜下血腫，急性硬膜外血腫，頭蓋骨骨折

【こどもの生活環境改善委員会からのコメント】
1．‌�自転車用幼児座席に関連した外傷は，1972 年に海外で初めて報告され，頭部外傷のリスクとヘルメッ

ト着用の重要性は 1988 年に報告されている1）．1991 年に，米国で外傷データの後方視的検討から，ヘ

図 1　来院時頭部 CT 検査（左：水平断，右：前額断）
右硬膜下血腫および右硬膜外血腫を認め，左方へ midline shift を認める
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ルメット使用と幼児座席のデザインの改善の重要性が唱えられた2）．本邦では，2010 年に生態計測ダ
ミーによる頭部傷害基準値（Head injury criterion；HIC）を利用して，自転車用幼児座席からの転落，
転倒の際のヘルメット，高い背もたれ付き幼児座席（後部設置用）＋シートベルトの有効性が確認され
た3）．

2．‌�東京消防庁の救急搬送データによると 2011～2016 年の 6 年間で自転車事故による救急搬送 2,607 人の
うち，幼児用座席付き自転車に子どもを乗せて使用中にけがをした搬送は 1,349 人（52%）であった4）．
受傷の原因は，落ちる，転ぶが 1,224 人（91%）であった．1 歳，2 歳，3～4 歳の年齢層でそれぞれ約
30% を占めていた．1～2 歳では，走行中よりも停車中の受傷が多いことと，頭蓋内損傷や頭蓋骨や四
肢の骨折を発症していると報告されている4）．

3．‌�本事例は，母が自転車を押して歩行中に体勢を崩して転倒して受傷した．幼児座席付き自転車に子ども
を同乗させている時は，スピードを出していたり，車などをよける際の事故だけではなく，バランスを
崩しやすい状態や，高さのある座席から固いアスファルトに転落することにより，頭蓋内損傷や骨折な
どの重症な外傷が発生すると考えられる．大人が自転車を手押ししている際に，反対側に車両が転倒す
る今回のような事例では，大人が子どもの身体をかばう行動がとりにくく，受傷エネルギーが大きくな
る可能性が示唆された．

4．ヘルメット着用
子どもは頭部の比率が大きく，自転車から転落，転倒した場合には，高さ，加速度の影響もあり頭部へ
の衝撃が強いことが推測される．子どもの自転車に関連した外傷では，頭部や顔面の外傷が最も多いと
報告されており5）～7），ヘルメット着用により頭部外傷の衝撃を有意に低下させる実験報告もあり，ヘル
メット着用の重要性は高い3）．
2008 年 6 月 1 日の改正道路交通法により，保護者は幼児・児童にヘルメットを被らせる努力義務が課
せられた．また，2023 年 4 月からの改正道路交通法の施行により，自転車の全ての利用者にヘルメッ
ト着用が努力義務化された．着用率は全国平均 17％にとどまっている．一方で，約 50～70% に達して
いる都道府県もあり，着用の高い地域の教育方法について学ぶべき点はあると考える8）．

5．自転車用幼児座席
自転車同乗中の転倒，転落時の衝撃を軽減するために，幼児用座席の役割は重要である9）．自転車用幼
児座席には，体重，年齢，身長の区分について前形（前方設置用），後形（後部設置用）にそれぞれに
SG 基準が設置されている（表）．幼児 2 人同乗用自転車では，頭部を保護する高い背もたれ付き幼児座
席でヘッドガード付が SG 基準の適合要件である．安全性の高い品質に関する SG 基準としては，外観，
構造，寸法，足部保護性能，耐久性，荷重強度，耐落下衝動性，材質などについて規定されており，本

図 3　母親が使用していた自転車とチャイルドシート図 2　来院時頭部 CT 検査（3 次元再構成画像）
右側頭骨に線状骨折を認める（矢印）

令和 7 年 8 月 1 日 1087―（89）



事例で使用していた幼児座席も SG 基準適合品であった．SG 基準では，ヘルメットやシートベルトの
装着が必須である等についての表示，取扱説明書記載まで規定されている．

6．予防策
1）転倒，墜落時のエネルギーを軽減することで重症な外傷を予防する

ヘルメット，高い背もたれ付き幼児座席（後部設置）の利用，およびシートベルト着用の徹底があ
げられる．これらの製品を選択する際に，SG 基準等の安全基準に適合している表示があるものを選
択すること，からだの大きさに合ったサイズを適切に着用することも重要である10）．

2）転倒を予防する
フレームの耐久性，ブレーキ制動性能，停車時の転倒防止機能など一般社団法人自転車協会で定め
た安全基準を合格した BAA マーク付き幼児 2 人同乗用自転車の選択など，転倒しにくく，安全性
の高い自転車を選択する11）．

3）保護者・利用者への情報共有を徹底する
行政からの情報発信に留めず，幼児健診等で周知，確認する機会があれば，年齢に応じて細やかな
注意喚起が可能である．その他，自転車，ヘルメット，幼児座席の販売時には，規定の説明をする
ことを義務付けることも，危険性を周知して着用や，適正利用の動機となりうる可能性がある．

表　自転車用幼児座席の SG 基準12）

区分 前形：前方設置用 後形：後部設置用
体重の上限 15 kg 以下用（8～15 kg） 24 kg 以下用（8～24 kg）

使用年齢 1 歳以上，4 歳未満
1 歳以上，小学校修学の始期に達する
までの者

身長の目安 70 cm 以上 100 cm 以下 70 cm 以上 120 cm 以下
＊幼児 2 人同乗用自転車への装着は，前形，後形ともにヘッドガード付きのみ適合となる．

図　自転車用幼児座席の例
幼児用 2 人同乗自転車では，高い背もたれとヘッド
ガード付幼児座席が SG 基準の適合とされている．乗
車時にヘルメット，シートベルト着用を必ずするこ
との表示や説明書記載も SG 基準に含まれる．
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